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令和 8 年第 4 回（7 月）大潟村議会臨時会会議録 

 

１．開議日時  令和 8年 7月 24日（金）午前 10時 00分～午前 10時 21分 

２．会  場  大潟村議会議事堂「本会議場」 

３．出席した議員の氏名（敬称略） 

  １番 松本 正明    ２番 菅原アキ子    ３番 川渕 文雄 

  ４番 黒瀬 友基    ５番 松橋 拓郎    ６番 菅原 史夫 

  ７番 齋藤 牧人    ８番 松雪 照美        ９番 三村 敏子 

  10 番 大井 圭吾    11 番 工藤  勝     12番 丹野 敏彦 

                                                 計 12名 

４．欠席した議員の氏名（敬称略）  なし 

５．説明のため出席した者の氏名（敬称略） 

  村 長 髙橋浩人        副村長 小澤菜穂子 

  教育長 三浦 智 

  総務企画課長 石川歳男     税務会計課長 近藤綾子 

生活環境課長 薄井伯征     福祉保健課長 近藤比成 

産業振興課長 伊東 寛     農業委員会事務局長 小林 豊 

６．議会事務局の職員   事務局長 澤井公子       書記 藤村明美 

７．議事日程   別紙のとおり〔議事日程第 1号を参照〕 

８．本日の会議に付した事件 

議案第 35号 財産の取得について 

議案第 36号 令和 8年度大潟村一般会計補正予算案 

９．議案の提出撤回及び訂正に関する事項   該当なし 

10．議員の異動に関する事項   該当なし 

 

【議長：丹野敏彦】 

ただいまの出席議員数は 12名であります。 

定足数に達しておりますので、これより令和 8 年第 4 回大潟村議会臨時会を開会いたしま

す。 

日程第 1、「会議録署名議員」の指名を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第 127 条の規定により、9 番、三村敏子さんと、10 番、大井

圭吾さんを指名いたします。 

次に、日程第 2、「会期の決定」を議題といたします。 

本臨時会の会期は、本日限りにしたいと思いますが、これにご異議ございませんか。 

《異議なしの声》 
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異議なしと認めます。 

よって、会期は本日限りと決定いたしました。 

次に、日程第 3、議案第 35号「財産の取得について」及び、日程第 4、議案第 36号「令和

8年度大潟村一般会計補正予算案」を、会議規則第 37条の規定により一括議題といたします。 

村長より提出議案の説明を求めます。 

髙橋村長。 

【村長：髙橋浩人】 

本日、臨時会を招集しましたところ、議員の皆様におかれましてはご多忙の中、ご出席い

ただき誠にありがとうございます。 

本日提出いたしました議案は、「財産の取得について」及び「一般会計補正予算案」の 2件

であります。 

はじめに、議案第 35号「財産の取得について」申し上げます。 

小型ロータリー除雪車の購入について、7月 10日に条件付き一般競争入札を執行したとこ

ろ、 

5,324 万円で、 

潟上市天王字棒沼台 282番地 

光工業株式会社 

代表取締役 三浦義之 

が落札しましたので「議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例」第

3条の規定に基づき、議会の議決を経るものです。 

次に、議案第 36号「令和 8年度大潟村一般会計補正予算案」については、国の令和 8年度

補正予算を踏まえ、物価高騰の影響を受けた低所得者世帯及びひとり親世帯を対象に 1 世帯

あたり 5万円、子ども 1人につき 2万円を給付する物価高騰重点支援給付金事業 434万 4,000

円を社会福祉総務費に計上するものです。 

これにより、補正後の予算総額は 65億 7,011万 2,000 円となっております。 

なお、補正の財源は、国庫支出金及び繰越金に求めたところであります。 

以上、提出案件の概要についてご説明申し上げたところでありますが、詳細につきまして

は提出しております議案書、補正予算書、その他関係書類に記載されておりますので、ご高

覧いただき、ご審議のうえ可決賜りますようお願い申し上げます。 

【議長：丹野敏彦】 

次に、生活環境課長より説明を求めます。 

生活環境課、薄井課長。 

【生活環境課長：薄井伯征】 

それでは私の方から議案第 35号について補足説明をさせていただきます。 

小型ロータリー除雪車の購入についてでございます。お手元に配付しております除雪車両

購入に係る資料をご覧ください。 
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まず購入方針の経緯でございます。現在使っております小型ロータリー除雪車につきまし

ては平成 19 年 10 月に購入いたしました。ここ数年、エンジン回り、そして細かな種類の故

障トラブルが相次いでおりまして、その都度修理をしてございました。昨年度、シャフトが

破損しまして、エンジンの動力が走行部に伝わらないといった事態となりました。車両が古

く修繕が困難であることから、今年度、予算を計上し更新を行ったものでございます。 

車両選定につきましては、開発工建製の小型ロータリー除雪車 1 台を購入するものでござ

います。この開発工建製の車両につきましては、県内で秋田県をはじめとして多くの地方公

共団体で導入がされておりまして、県内でのメンテナンス及び部品供給が充実してございま

す。また夏季の間は草刈兼用で使用することができ、年間を通じて活用できると考えており

ます。機能性、操作性、耐久性のバランスが良く、長期間の安定稼働が期待できるものから

この車両を選定したものでございまして、車両の性能等につきましてはお手元に配付した資

料の下の方に書かれておりますので、ご覧いただければと思います。 

契約につきましては、条件付き一般競争入札を執行いたしました。7月 10日に開札を行い

まして、潟上市天王の光工業株式会社が 5,324 万円で落札したものでございます。入札調書

も添付してございます。 

簡単ではありますが説明は以上となります。どうぞよろしくお願いいたします。 

【議長：丹野敏彦】 

ただいまの提出議案の説明に対し、質疑を行います。 

質疑ございませんか。 

 4番、黒瀬友基さん。 

【4番：黒瀬友基議員】 

4番、黒瀬友基です。私の方から質問させていただきます。 

1点目が、車両選定としての理由ということなのですけれども、草刈兼用で年間を通して活

用できるということだったのですけれども、今回の購入にあたって、草刈に使用するための

アタッチメントですとかそういったところというのは同時に納入されるのか、そこ辺りをお

伺いしたいのが 1点と、あともう 1点ですけれども、今回入札したということで、1社のみと

いうことでした。様々な理由はあると思うのですけれども、入札仕様的にもう完全にこの機

種に絞っていたような形になるかなというふうにも感じられるのですけれども、もうちょっ

と、例えば仕様の幅を持たせて他の機械も含めて、もう少し公平性というか、その辺りを持

たせられなかったのかなというその点、2点お伺いできればと思います。 

【議長：丹野敏彦】 

 生活環境課、薄井課長。 

【生活環境課長：薄井伯征】 

黒瀬議員のご質問にお答えいたします。 

まず 1 点目の草刈りのアタッチメントにつきましては、この契約金額に含まれてございま

す。ですので、納入された際にはアタッチメントも導入されて、そして夏前にはそれを交換
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して使用するといった運用を来年度から想定しております。 

2 点目の仕様の幅を広げてもっと広く競争させればいいのではないかという趣旨のご質問

ですけれども、今回のロータリー除雪車ですけれども、大潟村の除雪につきましては村内の

鹿島道路株式会社と随意契約を毎年行っております。鹿島道路株式会社と随意契約を行って

いる理由といたしましては、非常に村の細かいところまで熟知しておりまして、村内の事業

者でもありまして、臨機応変に除雪をスムーズに対応していただいた実績があります。そし

てこれからもそれを村としても求めたいといったところでございます。 

限られた時間の中で、夜中 2 時から 3 時、そして 3 時から朝の小中学生の通学の時間帯ま

でに歩道の除雪を終えなければならないと、終えてほしいというように除雪については仕様

を設定しておりまして、そこを効率的に行うといったことから、県内でも多く導入の実績が

あります開発工建製の小型ロータリー除雪車で、資料に示した仕様のものを選定して今回調

達をさせていただいたといったことになります。どうしても村で除雪をする関係上、歩道の

距離も、今手元に資料がなくてわからないのですが一定の距離がございますので、最近、雪

の降り方もどかっと降るような形になりますので、限られた時間の中でスムーズに除雪する

ためには使いやすいロータリー除雪車両の選定が必要と考えまして選定に至ったものでござ

いますので、どうかよろしくお願いいたします。 

以上です。 

【議長：丹野敏彦】 

 再質問ございますか。 

 黒瀬友基さん。 

【4番：黒瀬友基議員】 

わかりました。 

1 点、選定の理由の部分なのですけれど、一般的にこれは入札仕様としても仕様書として

も、相当細かく仕様を固めての入札になっているのですけれども、本来であればそうではな

くて、やはり先ほど言われたような、時間内に歩道の仕事が終わってとか、例えば作業効率

だとか、そういったところで入札の仕様というのは定められていくものではないのかなと思

うのですけれども、仕様書を見ますと、通常ですと多分、経路的にどこからどこまでとかと

いった仕様で、幅があったりする形になるのではないかなという中において、極端な話、仕

様を見せていただくとガチガチにもう仕様を 1 社に定めているというのは、入札の仕様とし

ては、そんなに多くいろいろなメーカーのものがあるマーケットではないと思うのでどうし

てもそこに最終的には絞られるかもしれないのですけれども、本来やはり入札という制度上、

そこ辺りはある程度幅を持って、特段エンジンがどこのメーカー製でなければいけないとい

う縛りではなくて、あくまでもここで除雪という作業に耐えうるものを選択するという意味

では、若干この仕様がですね、メーカーの仕様書レベルになっているのはあまり望ましくな

かったのではないかなと思うのですけれども、ちょっとそこ辺りどのようにお考えなのか教

えていただければと思います。 
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【議長：丹野敏彦】 

 生活環境課、薄井課長。 

【生活環境課長：薄井伯征】 

黒瀬議員の再質問にお答えいたします。 

確かに黒瀬議員がおっしゃるように、仕様を柔軟に決めて幅を持たせて調達するやり方と、

ある程度仕様を固めて調達するやり方の 2 通りがあるというふうに考えます。例えば自動車

の導入であれば、軽自動車で、4人乗りで、排気量がいくらでといったことで、いろいろなメ

ーカーのものを幅広く導入する手法もありますし、また特定のメーカーを指定して調達した

といったことも村ではございます。ですので、仕様を幅広く持たせて調達をするという形も

考えられますけれども、今回につきましてはメーカー等々をある程度固く絞って仕様を定め

て調達をしております。これは今後のメンテナンスも十分に考慮してのことでございます。

これまで開発工建製のロータリー除雪車につきましては、近傍の自治体の事業者において、

迅速にメンテナンスをしてくださっております。繰り返しになりますが、この開発工建製の

車両につきましては県内でも多く使われているということで、メンテナンスも十分に考慮に

入れて、今後トラブルがあったときや故障のときも迅速に対応できるよう仕様を検討した結

果、こちらのメーカーのこの型式のものといった形で仕様を決めた経緯がございますので、

ご理解のほどよろしくお願いいたします。 

以上になります。 

【議長：丹野敏彦】 

 再々質問ございますか。 

 黒瀬友基さん。 

【4番：黒瀬友基議員】 

わかりました。 

様々な入札の仕方あるのはわかります。わかりますけれども、実際、今回 1社のみの応札、

入札であったというところは、公平性をもった入札制度で行政の場合は調達していくという

ことを考えると、やはり今後そこは考えていかなければいけない部分かなというふうに思い

ます。先ほどメンテナンス性ですとか、実績という形はありましたけれども、これに関して

は多分、やり方としては「県内で十分に整備・サポート体制が整えられること」という仕様

で、そこももうちょっと具体的に絞ってもいいですけれど、そういう形でやれなくはないと

思うのですね。ということを考えると、今ご説明いただいた、現状としては想定したメーカ

ーさんの製品になってくるとは思うのですけれども、やはりちょっとそこはもう少し柔軟に

今後やっていく必要がある、かつ現実的にそれで複数社での入札という形になっていないと

いうことを考えると、今回これに問題があるという話ではないのですけども、今後入札のあ

り方、仕様の考え方というのを考えていっていただきたいと思うのですが、いかがでしょう

か。 

【議長：丹野敏彦】 
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 生活環境課、薄井課長。 

【生活環境課長：薄井伯征】 

黒瀬議員の再々質問にお答えいたします。 

今回の一般競争入札で、大潟村に登録されている事業者におきましては、能代市、潟上市

等々も含めて数社はあるというふうに事前に調査を行いまして、おそらくこれらの事業者さ

んは応じていただけるものではないかということで私も考えていたところですが、結果的に

1社といった形になってしまったところでございます。 

いずれ今後、除雪車等々も含めましてかなり年式が経過した車両もございますので、今後

の調達の際にはその調達のあり方、仕様の考え方、そして将来のメンテナンス等々も十分考

慮して、十分に検討して調達をしてまいりたいと思いますので、どうかよろしくお願いいた

します。 

以上になります。 

【4番：黒瀬友基議員】 

 終わります。 

【議長：丹野敏彦】 

ほかに質疑ございませんか。《なしの声》 

質疑を終結いたします。 

これより討論に入ります。 

原案に反対の方の発言を許します。《反対討論なし》 

次に、賛成の方の発言を許します。《賛成討論なし》 

討論ございませんか。《なしの声》 

これより採決に入ります。 

採決は挙手で行います。賛成の場合は挙手を、挙手しない場合は反対とみなします。 

議案第 35号「財産の取得について」、原案に賛成の方の挙手を求めます。 

挙手多数であります。 

よって、議案第 35号は原案のとおり可決されました。  

次に、議案第 36号「令和８年度大潟村一般会計補正予算案」について、原案に賛成の方の

挙手を求めます。 

挙手多数であります。 

よって、議案第 36号は原案のとおり可決されました。 

以上で、本日の日程は、すべて終了いたしました。 

これをもちまして、令和 8年第 4回大潟村議会臨時会を閉会します。 

（午前 10時 21分） 


